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 同じ紅梅の仲間
でも、いろいろな
紅色をご覧いただ
ける梅林。“紅く
らべ”も、ぜひぜ
ひ、お楽しみくだ
さいね。 
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かわら版についてのお問い合わせは 小石川後楽園サービスセンター 03(3811)3015 
お客様サポートセンター（協会の事業全般に関するお問い合せ）TEL  03(3232)3038 ※8：30～17：30（土日・祝日、年末年始を除く）指定管理者 公益財団法人 東京都公園協会  

お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

『梅香る庭園へ』３月４日(日)まで 

11月１８日(金 

 

 

 前号でもご案内をした通り『梅香る庭園へ』では、今

年も園内の梅の花の見ごろに合わせ、2 月 25 日(日) ・

大江戸玉すだれ、3 月 3 日(土) ・雅楽の演奏会「大名庭

園に響く雅楽の調べ～梅の巻～」と、週末を中心に催し

物をご用意しています。 

 さらに庭園ガイドや記念撮影コーナー、植木市、水戸

の名産品・軽飲食の販売などもあります。梅の香り漂う

園内で、一足早い春をお楽しみください。詳しくは、チ

ラシやホームページで、ご案内をしています。 

  
 

第８２号 

開園から 80 年！歴史を振り返る《前編》 

雅楽を楽しんでみませんか？ 

《
昨
年
六
月
の
様
子
》 

 『梅香る庭園へ』では、昨年６月、涵徳亭内でお楽しみ

いただいた雅楽の演奏会を、梅の香漂う園内の松原にて、

開催します。 

 

「大名庭園に響く雅楽の調べ～梅の巻～」 

日時：3 月 3 日(土) 11 時 30 分・13 時 30 分 

内容：松原にて“花舞鳥歌風遊月響雅楽団(かぶちょうかふ

うゆうげっきょうががくだん)”による雅楽の演奏会(雨天中

止、各回約 30 分)。当日自由参加(参加費無料、入園料別途)。 

  

 “雅楽”は、日本に古くからあった神楽歌やそれに伴う

舞と、５世紀ごろに大陸などから伝わった音楽や舞が融合

してできた芸術で、「世界最古のオーケストラ」と称され

ることもあるそうです。日本の五大芸(歌舞伎、文楽、能、

狂言、雅楽)のひとつで、2009 年にユネスコの無形文化遺

産に登録されました。 

 演奏には、笙(しょう)、篳篥(ひちりき)、龍笛(りゅうてき)

などの管楽器、筝(そう)、琵琶(びわ)などの弦楽器、鞨鼓(か

っこ)、太鼓(たいこ)、鉦鼓(しょうこ)、三の鼓(つづみ)など

の打楽器がつかわれます。 

 私たちが、物事の日時や方法などを事前に相談したりす

る時に使う「打合せ」という言葉は、雅楽を語源にしてい

るといわれます。管・弦・打楽器が使われる雅楽では、楽

器のリズムを合わせるために、打ち物(笏拍子(しゃくびょう

し))を打って拍子を合わせるそうです。そこから“物事がう

まくいくようにする”の意味を持ち、今のように使われ始

めたのだとか。 

 さらに、「塩梅(あんばい)」「音頭」「呂律(ろれつ)が回

らない」などの言葉も語源は雅楽だそうです。雅楽は、私

たちが感じているよりずっと身近な音楽かもしれません。 

 梅香る春の日、雅楽を楽しんでみませんか？ 

  

 最強寒波がやってきた１月、東京にも何年かに一度の

大雪が降り、その後しばらくは、園内でも日本庭園の雪

景色をお楽しみいただけました。 

 暦の上では立春も過ぎ、梅林では日ごとに梅の花の数

が増しています。2 月上旬には、見ごろを迎えた早咲き

品種の樹もあります。3 月 4 日(日)までは『梅香る庭園』

を開催、あたり一面に漂う早春の馥郁(ふくいく)たる香

りもご堪能ください。開花状況は、ホームページ、ツイ

ッター、お電話などでご案内中です。 

 《2 月 3 日撮影》 
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 小石川後楽園は 1938(昭和 13)年の開園以来、今

年 2018 年 4 月 3 日で 80 周年を迎えます。そこで

前・後編に分け、当園の開園前と開園後をご案内！ 

 上の『延宝三年江戸図(一部)』は、この庭園を完成

させた水戸徳川家二代藩主光圀の時代のものです。左

側「水戸宰相殿」と書かれた敷地が、周辺の屋敷と比

べ、いかに広いかが見て取れます。 

 長く続いた江戸時代が終わり、時代は明治へ。大政

奉還により、水戸徳川家の邸地も政府へ上地され、

1869(明治 2)年、兵部省の管轄になりました。一時

は廃園の危機もありましたが、当時の陸軍卿・山縣有

朋公爵の「天下の名園を失うに忍びない」の言葉で保

存されることになったといわれています。 

 明治天皇の行幸、米国前大統領グラントの午餐会な

ど、国内外から多くの賓客を迎えた明治から、大正へ

と年号が変わりゆくなか、国の史跡・名勝に指定され

ました。しかし、1923(大正 12)年、関東大震災に

より、残念ながら唐門・西行堂・九八屋・得仁堂を除

く園内の建物が焼失してしまいました。 

 昭和を迎え、1936(昭和 11)年、所管が文部省へ

と移り、東京市長が管理者になります。そして、

1938(昭和 13)年、開園のための準備が終了し、い

よいよ一般公開が開始されました。ここから始まる

80 年の歴史は次号へつづきます。  

開園 80 周年記念！！ 

小石川後楽園・六義園周遊年間パスポート兼スタンプ帳 

 今年、当園と同じく開園 80 周年を迎える六義園と共

通でご利用いただける年間パスポート兼スタンプ帳を、 

3 月 1 日(木)より、一部２千円で販売します。 

 内容など詳しくは、窓口にて、ご案内しますので、お

気軽にお問合せください。 

  


